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※本報告で掲載している図表の多くは，上記学生が作成してくれたものです．

　ただし，本内容の一切の責任は松尾にあります．



研究背景・目的
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日本の地方公共交通の現状

一方で，路面電車はまちづくりの重要な要素としてその価値が再注目

利用者が減少傾向にあり，維持管理が困難となってきている

国土交通省「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会」(令和4年)

「鉄道事業者と沿線自治体は相互に協働して，

　鉄道の地域における役割や公共政策的意義を再確認した上で，必要な対策に取り組む必要がある」

● 高齢化社会

● 交通弱者の移動手段

● 交通渋滞・事故等の問題改善

● 環境負荷の低減

● 中心市街地の活性化

　　　　　　　　　　　　　　　など

写真：富山市HP



研究背景・目的
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豊橋鉄道市内線

1925年に運行開始し，

もうすぐ100年の節目を迎える

コロナ禍を経て運営は厳しい現状であり，

今後の公共交通施策やまちづくりへの活用を，

地域一体となって検討していく必要がある

➡市民が市内線に対して，

　どのような価値を認識しており，

　今後どのような交通施策や役割を

　期待しているのかを把握することが重要

写真：
ほっトラム
100周年記念号
(松尾撮影)



研究背景・目的
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本研究の目的

● 市内線および渥美線を対象に，アンケート調査を通じて，直接的な利用価値だけでなく，

存在価値などの非利用価値を含めた多様な価値認識の実態を分析

● 先進事例の視察

➡今後の市内線のあり方について地域一体となって考えていくための資料を提供

具体的には

1) 市内線沿線，豊橋市全域，渥美線沿線を対象としたアンケート調査により，

沿線住民と沿線外市民の市内線，渥美線に対する価値認識実態の比較分析，統計モデル分析

2) クロスセクター効果の試算

3) 路面電車を活用したまちづくりの先進都市であるスイス・バーゼル市の視察

(トラムを中心とした交通施策，安全島が設置できない電停への信号連携施策等)



1)

市民の市内線に

対する価値認識実態
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研究方法
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1)-a) 市内線沿線住民と渥美線沿線住民の価値認識の比較

①「市内線沿線住民」へ「市内線に対する価値認識」に関するアンケート

②「渥美線沿線住民」へ「渥美線に対する価値認識」に関するアンケート

➡①と②を比較することで，渥美線と比べて市内線に対する価値認識の特徴を把握

1)-b) 市内線沿線住民と豊橋市内全域市民の価値認識の比較

①「市内線沿線住民」へ「市内線に対する価値認識」に関するアンケート

③「豊橋市全域市民」へ「市内線に対する価値認識」に関するアンケート

➡①と③を比較することで，市内線に対する沿線住民と沿線外市民の価値認識の特徴を比較



アンケート配布対象
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アンケート内容
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アンケート内容
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回答者(世帯代表者)の属性
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公的財源による負担に関する集計結果
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統計モデル分析結果
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価値認識構造の分析方法
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価値認識構造の分析方法
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価値認識構造の分析方法
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価値認識構造の分析方法
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価値認識構造の分析方法
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価値認識構造の統計モデル分析結果
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価値認識構造の統計モデル分析結果
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アンケート配布対象

21



回答者(世帯代表者)属性
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公的財源による負担に関する集計結果
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小まとめ
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● 市内線(沿線住民)，渥美線(沿線住民)ともに，

「公的財源を用いてでももう100年続けた方が良い」という回答が8割強と非常に高い

● 市内線(沿線外市民)は利用機会が低いにも関わらず，上記回答が6割弱と高い

● 渥美線は「自分にとっての移動手段」としての価値認識が相対的に最も高いのに対し，

市内線は「市のシンボル」としての価値認識が最も高い

● 市内線，渥美線のいずれも，利用頻度が高い人ほど「自分にとっての移動手段」としての価値

認識が相対的に高く，かつ公的財源の活用に関して積極的な傾向

● 特に市内線は，100年続いていることを知っている人ほど「市のシンボル」としての価値認識が

相対的に高く，かつ公的財源の活用に関して積極的な傾向



2)

クロスセクター効果

の試算
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クロスセクター効果
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公共交通が他部門の行政サービスをどの程度支えているか

「束ねて運ぶ」ことによる行政サービスの費用効率性

地域公共交通の価値を可視化する(あくまで)方法の1つ

図：
近畿運輸局
パンフレット



試算した分野・項目
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近江鉄道での算出事例に沿い数値化ができる項目について試算

ただし，観光利用は少ないため，除外



3)

バーゼル視察
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バーゼル視察概要
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スケジュール・主な視察内容

10月23日〜10月26日(3泊4日)

● スイス・バーゼル市内交通視察

● トラムと交通信号の連携による電停安全対策視察

● バーゼル市交通局(BVB)担当者訪問：

➢ バーゼル市内交通運用についてのヒアリング

● 北西スイス応用科学・芸術大学のErath教授訪問：

➢ バーゼルの交通計画に関するヒアリング

● フランス・ストラスブール市内の交通視察



バーゼル概要
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図：wikipedia (Location of xy district (see filename) in Switzerland.)



バーゼル概要
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図：バーゼル市交通局HP



ヒアリングより
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公共交通は社会インフラ

運賃収入は運行経費の50%程度(収支率)

すなわち運行経費の半分を公的負担

➡公共交通は社会インフラの1つであり，

　「公的負担，公的投資は当然」

　という考え方



視察より
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高レベルな信用乗車システム

切符は事前に購入するだけで，見せたり，タッチする必要もない

➡利用者視点：乗降への気軽さ，乗り換えの気軽さ　➡　MaaSの本質

➡運行者視点：乗降時間の短縮による効率的な運行



安全島の無い東田電停
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さらなる対策案の1つとして

直近信号と連携し，

「東田電停への路面電車の到着(乗降)に合わせて

東西方向の信号表示を赤にすること」 

(以下，本信号連携策) により，

乗降時の自動車の流れを止めることで，

乗降安全性を向上させられる可能性

東田電停

東田電停

豊橋駅

出典: のってみりん
(ロケーションシステム)



スイス・バーゼル市での信号連携事例
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トラム・交通信号連携電停

対クルマ対自転車

図：
バーゼル市交通局HP
から取得し追記



スイス・バーゼル市での信号連携事例
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対クルマのケース

Musical Theater電停

電停に入る
3秒前程度に
信号が黄→赤

信号交差点

無信号交差点

電停区間は道路を
マウントアップ

図：Google Mapに追記



スイス・バーゼル市での信号連携事例
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考察

もし東田電停で信号連携施策が

実施できたら，

安全対策という意味のみならず，

時間的・空間的に

電停アクセスが容易に

➜通常の電停に比べて安心便利な

　先進的な電停になる

　ポテンシャルを秘めている

　（日本に同様の電停の

　　事例はあるか？）

道路をマウントアップして

道路上に仮想電停をつくるのも検討の意義あり

（もちろん，自転車，車椅子などを考慮する必要はあり）

ただし，バーゼルは単路部，東田は交差点部と異なる点には留意



おわりに
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市民の市内線に対する価値認識に関する研究

市内線は利用価値およびシンボル価値が高く評価されており，たとえ普段利用していなくても，

公的財源を用いてでも継続してほしいと考える市民が多い

得られた知見は，豊橋の市民，事業者，行政を含めた地域が一体となって市内線や渥美線の持続的発

展と，それらを活用したまちづくりのあり方を検討していくための有用な資料となると考えられる

➡今後，個人属性を考慮したより詳細な価値認識構造の分析を行っていく

バーゼル市交通視察

社会インフラとしての公共交通への積極的な公的投資，信用乗車，乗降や乗換の気軽さ

安全島が無い電停での交通信号連携の視察により，東田電停の大きなポテンシャルを認識

➡今後，東田電停での実現に向けた検討を行っていく
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